
 

令和６年度 松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会

（書面会議資料） 

 

 

 

次 第 

 

１ 議  事  

 

◎議案１ 協議会規約（案）について 

 

◎議案２ 副会長の選任について 

 

●報告１ 松戸ナンバーのあゆみについて 

 

●報告２ 寄付金活用事業助成制度の概要について 

 

●報告３ 令和５年度事業について 

 

◎議案３ 令和６年度助成対象事業者・対象事業の提案及び選定 

について 

 

 

 

【資料】 

・松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会委員名簿 

（第２回 松戸市図柄入りナンバープレート選考委員会 議事資料） 

・議案１資料 協議会規約（案） 

・議案２資料 副会長の選任について 

・報告１資料 松戸ナンバーのあゆみについて 

・報告２資料 寄付金活用事業助成制度の概要 

・報告３資料 令和５年度事業について 

・議案３資料 令和６年度助成対象事業者・対象事業の提案及び選定について 

 





議案１ 

 

 

協議会規約（案）について 

 

 

標記の件について、令和６年度においては前年度に引き続き別添

のとおり適用していくものとする。 

 

 

 

 





松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会規約 ( 案 )  

 

（名称） 

第１条 本会は、松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会（以下

「協議会」という 。） と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、松戸版図柄入りナンバープレートの交付に伴う寄付金の活

用使途等を選定するとともに、松戸版図柄入りナンバープレートの普及促進

を図り、もって松戸市の都市イメージを向上させ、観光振興及び地域振興に

寄与することを目的とする。 

（所掌事項） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項を所掌する。 

（１）寄付金の活用使途等の選定に関すること 

（２）会員団体相互の連携・情報共有に関すること 

（３）その他、松戸版図柄入りナンバープレートの普及に必要な事項に関する

こと 

（組織） 

第４条 協議会は、別表第１に掲げる構成員をもって組織する。 

２  協議会は、その議決により、協議会に構成員を新たに加えることができる。 

（役員） 

第５条 協議会に次の役員を置く。 

（１）会長  １名 

（２）副会長  若干名 

２  会長は、松戸市総合政策部長をもって充てる。 

３  副会長は、協議会の同意を得て構成団体の中から会長が指名する。 

（役員の職務） 

第６条 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

２  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 協議会の会議は、必要に応じて会長が招集し、その議長となる。 

２  会議は、会員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。 

３  会議の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数の場合は議長が決

するところによる。 

４  会長は、必要がある場合には、会議に会員以外のものを出席させ、意見を

求めることができる。 

 



（事務局） 

第９条  協議会の事務を処理するため、松戸市総合政策部内に事務局を置く。 

２  事務局に関して必要な事項は、会長が定める。 

（その他） 

第 10 条  この規約に定めるもののほか、協議会に関し、必要な事項は、会長

が別に定める。 

附 則 

この規約は、令和５年７月２５日から施行する。 

 

別表第１（構成員） 

団体名 

松戸交通安全協会  会長 

松戸東交通安全協会  会長 

松戸交通安全母の会  会長 

松戸警察署交通課  課長 

松戸東警察署交通課長 

松戸市市民部  部長 

松戸市市民部市民安全課 課長 

松戸市教育委員会学校教育部学務課学校保健担当室 室長 

松戸市総合政策部 部長 

松戸市総合政策部 政策推進課 課長 

関東運輸局（関係職員のオブザーバ参加） 

 



議案２ 

 

 

副会長の選任について 

 

 

標記の件については、松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活

用協議会規約第５条３項に基づき、会長が指名することと定められ

ている。 

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会については、

交通安全に関わる関係者で構成されていることから、令和６年度の

副会長は前年度に引き続き本市の市民安全に関わる行政を統括する

市民部長を再任する。 

 

 





敬称略

氏　名 備　考

髙 橋
た か は し

清
きよし

松戸交通安全協会 会長

田 居
た い

照 康
てるやす

松戸東交通安全協会 会長

中 村
なかむら

要 子
よ う こ

松戸交通安全母の会 会長

渡 辺
わ た な べ

浄
きよし

松戸警察署 交通課 課長

鈴 木
す ず き

健 司
け ん じ

松戸東警察署 交通課 課長

上 野
う え の

真 一
しんいち

松戸市 市民部 部長

栗 田
く り た

友 樹
と も き

松戸市 市民部 市民安全課 課長

板 花
いたはな　

倫 子
く み こ

松戸市 教育委員会 学校教育部 学務課 学校保健担当室 室長

伊 東
い と う

朱 美
あ け み

松戸市 総合政策部 部長

渡 邉
わたなべ

剛 史
たかふみ

松戸市 総合政策部 政策推進課　課長

武富
たけとみ

悠美子
ゆ み こ

関東運輸局 自動車技術安全部 管理課 専門官（オブザーバ参加）

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会　委員名簿





報告１ 

 

 

松戸ナンバーのあゆみについて 

 

 

標記の件について、令和６年度においては前年度に引き続き別添

のとおり報告する。 

 

 

 

 





松戸ナンバーのあゆみについて

令和６年７月
松戸版図柄入りナンバープレート

寄付金活用協議会 資料



地方版図柄入りナンバープレートとは

ナンバープレート申込時、
図柄入りナンバーを希望

取付（フルカラー版は寄付金
＋1000円以上の支払いが必要）

寄付金は地域の
交通改善等の
取り組みに活用

走る広告塔として
地域の魅力を発信

• 平成30年10月より交付開始
• これまでに日本全国68地域で導入されている
（第1弾(平成30年～)：41地域、第2弾(令和2年～)：17地域 ※松戸市は第2弾導入地域、
第3弾(令和5年～)：10地域）

• 申し込みから寄付金活用までの流れ



松戸ナンバーの導入について①
・市民意識調査の実施（平成29年8月）
自動車のナンバープレートの地域名表示について

地方版図柄入りナンバープレートについて



松戸ナンバーの導入について②
・選考委員会の設置

(平成30年5月23日)
・デザイン案の全国公募

(平成30年6月1日～7月16日)



松戸ナンバーの導入について③
・市民人気投票

(平成30年10月1日～10月30日)

全６,５０１票



松戸ナンバーの導入について④
・デザイン決定(平成31年1月15日号 広報まつど)

・交付開始(令和2年5月11日～)



デザイン活用事例



取り付けにかかる費用
登録自動車 軽自動車

自家用 事業用 自家用

通常版

一連番号(シート式） 中板：1,490円、大板：2,000円 中板：1,510円

希望番号（シート式） 中板：4,240円、大板：4,990円 中板：4,280円

松戸版図柄入り
（カラー版）

・中板：7,480円＋寄付1,000円以上
・大板：11,120円＋寄付1,000円以上

中板：7,540円
＋寄付1,000円以上

松戸版図柄入り
（モノトーン版）

・中板：7,480円、大板：11,120円 中板：7,540円



申込件数と普及率の推移
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松戸ナンバーは普及率全国3位！（※第2弾導入地域中）

国土交通省自動車局長より表彰をうけました。
（令和5年5月30日）



報告２ 

 

 

寄付金活用事業助成制度の概要について 

 

 

標記の件について、令和６年度においては前年度に引き続き別添

のとおり報告する。 

 

 

 

 





寄付金活用事業助成制度の概要

令和6年7月
松戸版図柄入りナンバープレート

寄付金活用協議会 資料

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは議題4、寄付金活用事業助成制度の概要についてご説明させて頂きます。お手元に議案４の資料をご用意願います。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに、今回の寄付金活用助成制度につきましては、「公益財団法人　日本デザインナンバー」財団が一元管理をしています。

日本全国の図柄入りナンバー交付に伴う寄付金は全てこちらの財団に管理集約され、発行の規模に応じた毎年度の寄付金の通知から寄付金事業の募集・事業の審査・交付などの事務を担っている団体でございます。

こちらの財団から、先般６月２８日に昨年度分、令和４年度分の松戸市分図柄入りナンバー発行に伴う助成予算額の通知がありました。

次のページが通知文書になります。




プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらに書いてある内容といたしましては、一番上の赤線に金3,549,500円と記載があります。この内容をご説明いたします。

下の赤線を見て頂きますと、全国としては約7,980万円の寄付があり、その下の赤線、このうち松戸市には1,123,100円の寄付実績がありました。

令和５年度のフルカラー版の松戸ナンバーの新規発行件数が●枚となっておりますので妥当な寄付実績と思慮いたしております。

このうち、財団の活動経費等の差し引きがあり、約6割となる67万3千円が松戸市分に割り当て配分されるという通知でございました。

令和２年度は初年度ということで発行が集中しており、216万9千円

令和３年度は86万9千円の予算額が配分されており、こちらは使用しておりませんでしたので、令和３年度までに3,038,000円がプールされておりますので、

これに令和４年度分の77万3千円を合わせた合計で381万1千円の助成予算額が配分され、令和５年度で934,500円が使用されたため、昨年度の助成予算残額が2,876,500円となっているという状況にございます。

助成予算規模については、発行枚数が少しずつ減っている状況にありますので、伴って減少傾向にあります。

したがいまして、図柄入り松戸ナンバーの普及がなければこの事業は先細りとなってしまいますので寄付金活用においては普及促進の側面も考慮していく必要もございます。

次のページをご覧ください





募集要項 実施要領

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、こちらの募集要項・実施要項にしたがった、寄付金事業の募集が7月1日から7月31日までの期間で受付されるため、

今回、協議会を通じて提案事業の合意形成を図っていくということになります。

詳細な説明は割愛させていただき、ここからは実施要項のポイントについてご説明申し上げます。



寄付金活用事業について
＜ポイント＞
 寄付金活用事業の協議を行う協議会を設置し、活用方針を決定する。
 寄付金は、対象地域の地域公共交通サービスの改善、観光振興に活用する。
 地域住民への寄付金の活用方針を周知する。

活用方針決定時のポイント

普及促進にもつながる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
よみあげる

ポイントとしては、

本日の協議会で、関係機関で協議をして活用方針、すなわち提案事業を決定すること。

・寄付金は対象地域、すなわち松戸市の市域の、交通サービス改善等に活用すること。

・地域住民への寄付金活用の内容を十分に周知すること。

これらがポイントになります。

それではどのような活用方法があるのかについては、次のページをご覧ください。




寄付金活用（助成）事業例

告示･･･自動車登録番号標及び車両番号標の塗色を定める告示
（平成29年2月13日付 国土交通省告示第99号）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらも実施要領記載の内容となりますが、ご覧のように、様々な事業を助成対象としております。

よみあげる

この中で、本市としては、助成予算の規模等も考慮し、５番の自動車などによる交通事故防止対策へ寄付金の活用を行うことが多くの自動車ユーザーまた、身近な市民のご理解を得られるのではないかと考え、常日頃から交通安全に資する取り組みにご尽力を頂いております皆様で協議会を構成し、事業提案までを行っていただく運びとなりましたので、ご理解をいただければと存じます。

次のページをご覧ください。



寄付金活用事業の手続きフロー

日
本
デ
ザ
イ
ン
ナ
ン
バ
ー
財
団

松戸市

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、寄付金活用事業の事務手続きのフローについてご説明させて頂きます。
右上①まず最初に自動車ユーザーからの寄付があり、こちら寄付金が財団に集約されます。
②助成予算額の通知で松戸市に助成予算額が通知されます。こちら先日通知がされました。先ほどご案内のとおり令和４年度は67万3千円、累積3,549,500円となります。
③公募が開始され、財団から寄付金活用の実施要領が公表されます。こちらが先ほどご案内の要綱となります。
左したの④選定では、協議会で寄付金を充てるべき事業の特定と交付申請者の特定を行います。こちらは次の議題で取り上げる内容となります。
これが決まりしましたら、
中ほど赤線の⑥協議選定内容の報告から、その下⑦交付申請など書類の事務手続きに入ります。
右側⑧交付対象の審査依頼では、財団は申請を受けますと、１０月に申請事業を審査する第３者委員会に諮ります。
⑨審査結果の通知を踏まえ⑩交付決定の通知が10月にございます。
10月の交付決定の通知を受け⑪事業の実施⑫実績報告を書類で行ったのち、⑬実績報告に基づく助成金の支払いがございます。
このような流れで助成金採択事業を進めていくこととなります。以上で、寄付金事業概要について説明とさせて頂きます。






報告３ 

 

 

令和５年度事業について 

 

 

標記の件について、別添の「地方版図柄入りナンバープレートの寄

付金活用事業助成対象事業実績報告書」「助成金交付申請事業の実施

結果」「助成金交付決定額及び助成対象経費の内訳等」「助成金交付申

請事業に係る総事業費の財源内訳」のとおり実績報告する。 

 

 

 

（参考）令和５年度助成決定額 

・松戸交通安全協会・・・・・・２１４，５００円 

・松戸東交通安全協会・・・・・２２０，０００円 

・松戸交通安全母の会・・・・・５００，０００円 











様式第７　別紙１

助成対象事業者名 松戸交通安全協会

①助成対象事業の名称

②事業の実施期間

③事業の実施対象地域

松戸市

④事業実施結果

助成金交付申請事業の実施結果

　交通安全啓発品等作成・配布事業

令和５年１０月１７日～令和６年３月８日

【交付申請時】 【事業完了時】

【事業の目的】
当団体の交通安全に資する事業として、市受託
事業であるユーカリ交通公園における交通安全
教室指導をはじめ市内小学校、幼稚園、町内
会、老人クラブ等における交通安全教室の開催
や、街頭啓発、高齢者宅訪問による広報活動を
行っている。これら事業において、更なる交通
安全の啓発を図るため、「松戸版図柄入りナン
バープレート寄付金活用協議会」を通じて「図
柄入り松戸ナンバーの寄付金」を活用させて頂
き、交通安全教室等の参加者へ交通安全啓発物
品を配布し、身に着けて頂くことで、特に夕
方・夜間における自動車等からの認知度向上を
図り、松戸市内の交通事故死傷者数を減少さ
せ、以って地域の交通安全に資することを目的
とする。
 
【目標】
⑴令和６年３月までに、市内各地域で開催する
交通安全教室等において、1,000個の反射材キー
ホルダーを配布する。

⑵松戸市内における歩行中及び自転車乗車中の
子供(中学生以下)
 
(※令和4年1月～12月の上記条件における交通事
故死傷者数：歩行中の子供：20人、歩行中の高
齢者：66人、自転車乗車中の子供：32人、自転
車乗車中の高齢者：62人(令和4年12月末時点の
松戸市14歳以下人口…59,496人、65歳以上人口
…128,930人))

【スケジュール】
令和5年10月…
　反射キーホルダー発注・支払い

令和5年11月～令和6年3月…
　納品後、交通安全教室等で順次配布
 

【目標】
⑴別添資料1「松戸交通安全協会反射材キーホル
ダー配布結果」のとおり目標を達成した。

⑵令和7年6月に千葉県警本部より提供される市
別交通事故発生状況データを用いて検証を行
う。

【スケジュール】
令和5年12月6日…納品
令和5年12月12日…支払い
令和5年12月21日～令和6年3月8日
　市内各地域で開催する交通安全教室等におけ
る随時配布(別添資料1「松戸交通安全協会反射
材キーホルダー配布結果」参照)



⑤事業実施の際に表示した実績

⑥事業実施による成果及び今後の展開について

添付資料2のとおり反射キーホルダーの化粧台紙に以下の文章を表示した。（実物を添付）

「このキーホルダーは、車のナンバープレートを選ぶときに、フルカラーの図柄入り松戸ナン
バーを選択された方が収めた寄付金を、地域の交通安全に還元する取り組みのひとつで、公益
財団法人日本デザインナンバー財団からの助成を受けて作成しています。」

目標⑵の効果検証については下記の通り客観的な数値を把握することにより評価を行う。ただし、反
射材キーホルダー配布時期は主に令和６年１月以降のため、数値が公表される令和７年６月頃に数値
を把握することとなる。
〇実施効果：
交通安全教室等での反射材キーホルダー配布により、松戸市内における歩行中及び自転車乗車中の子
ども（中学生以下）及び高齢者（65歳以上）の交通事故死傷者数を減少させる
（令和4年1月～12月：歩行中の子ども：20人、歩行中の高齢者：66人、自転車乗車中の子ども：32
人、自転車乗車中の高齢者：62人）
〇実施効果検証方法：
市別交通事故発生状況データを用いて検証（前年1月～12月のデータを翌年6月頃に千葉県警本部より
提供）









様式第７　別紙２

助成対象事業者名 松戸交通安全協会

（単位：円）

交通安全啓発品等作成・ ①　　　　　　反射キーホルダー（反射ストラップ）作成費
配布事業 　（算定式等）

・ LED反射・点滅緊急ストラップ
（※転写シール名入印刷・化粧台紙印刷・PP個別包装代込み）

円 × 個 × （消費税） ＝ 円（税込）

・デザインデータ制作校正代
円 × （消費税） ＝ 円

なお、消費税等仕入控除を減額して報告しない。

２１４，５００円

助成金交付決定額及び助成対象経費の内訳等

助成対象事業の名称
助　　成　　対　　象　　経　　費　（確　定　額）

助成金交付決定額
積　　算　　内　　訳　※ 金　　額

1.1 5,5005,000

190

合　　計

２１４,５００円

1,000 1.1 209,000

２１４，５００円





























 

 

様式第７（第１０条第２項） 

 

令和６年４月２５日 

 

 

 

公益財団法人 

   日本デザインナンバー財団 理事長 殿 

 

 

 

               交付決定事業者 

 所 在 地    千葉県松戸市根本 387-5 

名   称    松戸交通安全母の会 

代表者役職・氏名 会長 中村 要子    印               

 

 

 

地方版図柄入ナンバープレートの寄付金活用事業助成対象事業実績報告書 

 

 令和５年１０月１７日付け日デ財発第２９号をもって助成金の交付決定通知があ

りました地方版図柄入ナンバープレートの寄付金活用事業助成対象事業について、

その事業が完遂したので、地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業助成

実施要領第１０条第２項の規定に基づき、別紙のとおり報告します。 

 

 



様式第７　別紙１

助成対象事業者名 松戸交通安全母の会　会長　中村要子

①助成対象事業の名称

②事業の実施期間

③事業の実施対象地域

④事業実施結果

⑤事業実施の際に表示した実績

⑥事業実施による成果及び今後の展開について

令和6年度3月26日までに松戸市内小学校の新一年生分のランドセルカバーを配布完了し、新年
度からの着用が可能となり、松戸市内における歩行中の子ども（中学生以下）の交通事故死傷
者数を減少につなげていきたい。
目標（2）の効果検証については下記の通り客観的な数値を把握することにより評価を行う。た
だし、ランドセルカバーの配布時期が令和6年の3月末のため、数値が公表される令和7年6月頃
に数値を把握することとなる。
・実施効果
市別交通事故発生状況データを用いて検証（前年1月～12月のデータを翌年6月頃に千葉県警本
部より提供）を用いて検証することとし、検証結果につきましては、改めてご報告いたしま
す。

助成金交付申請事業の実施結果

交通安全啓発品等作成・配布事業

交付決定日　～　令和６年３月２７日

・ランドセルカバー納品時に、配布先小学校長宛の書面へ下記を記載した。
※今年度より、日本デザインナンバー財団からの助成を受け、従来のランドセルカバーに反射
ラインを付加したデザインへ変更いたしました。※別添資料２

松戸市

【交付申請時】 【事業完了時】

当団体の交通安全に資する事業のひとつに、市内小
学校（45校）における全新入学児童（4,000人弱）
を対象としたランドセルカバー(黄色く目立つもの)
を配布する事業がある。（昭和45年から事業を開
始）
当該事業は当団体の会費等から毎年の調達予算を捻
出してきたが、昨今の資材価格高騰の影響からラン
ドセルカバーの調達価格が大幅に上昇し、既存予算
の枠組みでは事業継続が困難な状況にとなってい
る。
そこで「松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活
用協議会」を通じて「図柄入り松戸ナンバーの寄付
金」を活用させて頂くことで、ランドセルカバーの
配布継続と、事故防止に有効とされる反射材機能の
付加という事業内容の充実を図ることで、松戸市内
における歩行中の子ども（中学生以下）の交通事故
死傷者数を減少させ、以って地域の子どもたちの交
通安全に資することを目的とする。
・目標
（1）令和6年3月末までに松戸市内小学校の新一年
生分のランドセルカバーを配布する。

（2）市内全新入学児童への反射材付きランドセル
カバー配布により、松戸市内における歩行中の子ど
も（中学生以下）の交通事故死傷者数を減少させる

・目標
（1）別途資料1「ランドセルカバー配布先一覧表」
のとおり目標を達成した。
なお、作成・配布数量については実数に変更した。
　（予定4000枚→実数3841枚）
※新入学児童が、4月から着用できるように配布を
完了した。

（2）令和7年6月に警察本部より提供される市別交
通事故発生状況データを用いて検証を行う。

【実施スケジュール】
令和６年３月２６日・・・・配布完了※別添資料１



様式第７　別紙２

助成対象事業者名 松戸交通安全母の会　会長　中村要子

（単位：円）

①　　　　　　委　　託　　費
　（算定式等）

ビニールランドセルカバー　反射材ライン入り
（※支給品チラシセット及び各学校（市内45校）への配送料含む）
（@190円×3,841枚＋30,000円（版代））×1.1（消費税）＝835,769円（税込み）

※消費税等仕入控除を減額して報告しない。

　（算定式等）

835,769円 500,000円

助成金交付決定額及び助成対象経費の内訳等

助成対象事業の名称
助　　成　　対　　象　　経　　費　（確　定　額）

助成金交付決定額
積　　算　　内　　訳　※ 金　　額

835,769

交通安全啓発品等作成・配
布事業

合　　計



様式第７　別紙３

助成対象事業者

円

円

円

円

円

円

円

円

松戸交通安全母の会　会長　中村　要子

500,000

335,769

835,769合 計

　２．国からの補助金
 （補助金の名称を記入）

　３．都道府県からの補助金
 （補助金の名称を記入）

　４．市町村からの補助金
 （補助金の名称を記入）

　５．その他の補助金・助成金
　（補助金・助成金の名称を記入）

 ６．利用料金収受額

　７．自　己　財　源

　１．当財団からの助成金

財　源　調　達　先

助成金交付申請事業に係る総事業費の財源内訳

調　　達　　金　　額



 

 





議案３ 

 

 

令和６年度助成対象事業者・対象事業の提案及び選定について 

 

 

標記の件について、昨年度まで助成対象事業者３団体（松戸交通安

全協会、松戸東交通安全協会、松戸交通安全母の会）での申請だった

ところを、令和６年度においては２団体（松戸交通安全協会、松戸交

通安全母の会）とする。 

松戸東交通安全協会については、同様にキーホルダー等の交通安

全啓発品の作成及び配布を実施する松戸交通安全協会と申請を一本

化することで、市内全域を網羅した事業とし、また、申請手続きの効

率化を図るものである。 

なお、松戸交通安全母の会については、昨年度同様、市内小学校４

５校における全新入学児童へのランドセルカバー配布を行う。 

 





 

 

様式第１（第４条第１項） 

 

令和 ６年  月  日 

 

 

公益財団法人 

   日本デザインナンバー財団 理事長 殿 

 

 

 

交 付 申 請 者   

所 在 地    千葉県松戸市松戸 558-2 

名   称    松戸交通安全協会 

代表者役職・氏名 会長 髙橋 清   印               

 

 

 

 地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業助成金交付申請書 

 

 地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業助成金の交付を受けたいので、

地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業実施要領第４条第１項の規定に

基づき、別紙のとおり申請します。 

 

 

 

 

 

 

 

    【本申請に係る連絡先】 

申 請 事 業 者 名 松戸交通安全協会 

所 属 部 署 事務局 

役職・担当者氏名 事務局長 小田 清光 

所 在 地 〒271-0092 

千葉県松戸市松戸 558-2 

松戸警察署内 

連 絡 先 電話番号 047-362-5654 

Ｆ Ａ Ｘ  

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

 



様式第１　別紙１

交付申請者名 松戸交通安全協会　会長　髙橋　清

交通安全啓発品等作成・配布事業

③事業を選定した協議会の名称

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会

④事業の実施対象地域
松戸市

⑤事業の実施期間

⑥事業の目的

⑦事業の概要

⑧事業の実施効果

⑨交付決定前着手を行う理由

助成金交付申請事業の概要

①助成対象事業の名称 ②助成実施要領第２条第２項の別紙
5

 に掲げる助成対象事業の該当番号

交付決定日　～　令和７年３月３１日

当団体の交通安全に資する事業に、市内小学校、幼稚園等における交通安全教室の開催や、小・中学
生及び高齢者を対象に市警察と協力して行う自転車安全利用教育の実施等がある。また、市内で同様
の活動を行う松戸東交通安全協会においても、交通安全教室等で相互に協力しながら市内全域で交通
安全啓発を実施している。
これら事業において、更なる交通安全の啓発を図るため、「松戸版図柄入りナンバープレート寄付金
活用協議会」を通じて「図柄入り松戸ナンバーの寄付金」を活用させて頂き、交通安全教室等の参加
者へ反射材キーホルダー型の交通安全啓発物品を市内全域で配布し、身に着けて頂くことで、特に夕
方・夜間における自動車等からの認知度向上を図り、松戸市内の交通事故死傷者数を減少させ、以っ
て地域の交通安全に資することを目的とする。

〇実施効果：
交通安全教室等での反射材キーホルダー配布により、松戸市内における歩行中及び自転車乗車中の子ども
（中学生以下）及び高齢者（65歳以上）の交通事故死傷者数を減少させる
（令和5年1月～12月：歩行中の子ども：16人、歩行中の高齢者：65人、自転車乗車中の子ども：46人、自転
車乗車中の高齢者：57人）
〇実施効果検証方法：
市別交通事故発生状況データを用いて検証（前年1月～12月のデータを翌年6月頃に千葉県警本部より提供）

なし（交付決定後着手予定）

松戸ナンバー

デザイン財団

助成金（交付

決定）

反射材キー

ホルダー発

注

（事業開始）

交通安全教室等での反射材キーホルダーの配布

（事業完了）

配布先例（令和３年度実績より抜粋）：

市内小学校における交通安全教室（10月）

市内幼稚園における交通安全教室（10～２月）

小・中・高齢者を対象とした自転車安全利用教育

講座（年間を通して実施）

ユーカリ交通公園における交通安全教室指導

（通年）

市内小学校における交通安全教室（10月）



様式第１　別紙１

⑩事業の実施体制及び実施スケジュール

⑪事業の表示

・反射材キーホルダーのパッケージに、日本デザインナンバー財団から助成されていることを説明する
　送付文を添付（添付資料あり）

【事業の実施責任者・担当者】
松戸交通安全協会　事務局長　小田　清光

【実施スケジュール】
令和６年７月・・・・・・見積もり徴取・仕様検討
令和６年７月中旬・・・・松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会（書面会議）
令和６年交付申請以降・・交付決定・反射材キーホルダー発注・支払い
令和６年１１月
　～令和７年３月・・・・納品後・交通安全教室等で順次配布（事業完了）・実績報告



様式第１　別紙２

交付申請者名 松戸交通安全協会　会長　髙橋　清
（単位：円）

交通安全啓発品等作成・ 委　　託　　費
配布事業 　（算定式等）

① LED反射・点滅緊急ストラップ 円
（※転写シール名入印刷・化粧台紙印刷・PP個別包装代込み）

個 × 円 × （消費税） ＝ 円

② 反射材キーホルダー 円
（※型代・抜き代・OPP個別包装・配送料代込み）

個 × 円 × （消費税） ＝ 円

なお、①及び②については、人格なき社団の事業であるため、
消費税等仕入控除を減額して申請しない。

189,2002,000 86 1.1

1,000 190 209,0001.1

助成金交付申請額及び助成対象経費の内訳等

助成対象事業の名称
助　　　成　　　対　　　象　　　経　　　費

助成金交付申請額
積　　算　　内　　訳　※ 金　　額

209,000

189,200

合　　計 398,200円 398,200円



様式第１　別紙３

交付申請者名 松戸交通安全協会　会長　髙橋　清

円

円

円

円

円

円

円

円

　１．当財団からの助成金
　　　（助成金交付申請額を記入）

財　源　調　達　先

助成金交付申請事業に係る総事業費の財源内訳（予定）

調　　達　　金　　額

398,200

合　　　　　　 計

　２．国からの補助金
　　  （補助金の名称を記入）

　３．都道府県からの補助金
　　  （補助金の名称を記入）

　４．市町村からの補助金
　　  （補助金の名称を記入）

　５．その他の補助金・助成金
    　（補助金・助成金の名称を記入）

  ６．利用料金収受予定額

　７．自　己　財　源 0

398,200

0

0

0

0

0



 
 

 
 

 



 

 

 
 

 

 

 

 

    

図柄入り松戸ナンバー反射キーホルダー 

・夕方や夜間、暗いところでライトが当たると反射してピカリと光るこ

のキーホルダーは、あなたの存在を車に知らせ、交通安全に役立つとい

う機能を持ち合わせています。 

・このキーホルダーは、車のナンバープレートを選ぶときに、フルカラ

ーの図柄入り松戸ナンバーを選択された方が納めた寄付金を、地域の

交通安全に還元する取り組みのひとつで、公益財団日本デザインナン

バー財団からの助成を受けて作成しています。 

松戸市・松戸交通安全協会 

    松戸東交通安全協会 



御覺瞳書
1/1

松戸交通安全協会 御申

ご照会の件、下記の通り御見積申し上げます。

納  期   校了後45日間程度
納入場所   貴所

有効期限   lヶ月

御支払条1牛   従来通り

※在庫 |よ 日々変動する為、ご注文の際 |まご確認下さい。

御見積合計金額

見積No l M20235()7

見積回 :2024/06/28

贔洸鑢

〒426-0003本 社 静岡県藤枝市下当間621-1

・
TEL:054-341-0939 1=:へ )(:054-643-6659

¥〔362,()0(〕 (琴1滝男11)

担当者 1貪 [p

◎

消費税額 ¥36,200 税込合計金額 ¥398,200

商 品 名 数量 単価 金額

5二騎寸ストラツフ
・

サイス・30x60薇轟  本オ質マイク壼フ
・
リス
゛
ム反身す ホ―゙ルチ■―ンイ寸

化粧台畿4C/4"ルカラーPP袋入

片面フ励ラーEp刷

「|.公戸指定ナンハ
・―」 く2023.11.07窮 版

LED反射・点滅緊急ストラップ PS-10(A/ハ
°
トカー)

本体裏面フルわ―インクデIット転写シール名入印刷

「松戸指定ナンだ一/枠」緑1色

「松戸交通安全協会/松戸東交通安全協会」黒文字

化粧台紙4C/40フ励ラー印刷 PP袋入 (個包装)

く2023_11.20〉再版

2,000

1.000

86

標準税率10%

172,000
(税別)

190.000
(税別)

36,200

税別合計金額 362,000

消 費 税 額 36、 200

税込合計金額 398.200

お見積のご依頼ありがとうございます。上記御見積り、申し上げます。

※お問合せ、ご注文|よ右上の「見積No」と共にご連絡下さいc又、当方の手違いにより、見覚えのない見積書を
受信された場合 |よ、大変お手数ですが弊社諌でご返信またはご連絡をお願い致します。

冴ヽ
V

190



 

様式第１（第４条第１項） 

 

令和６年  月  日 

 

 

公益財団法人 

   日本デザインナンバー財団 理事長 殿 

 

 

 

               交 付 申 請 者 

 所 在 地   千葉県松戸市根本 387-5 

名   称   松戸交通安全母の会 

代表者役職・氏名 会長 中村 要子     印               

 

 

 

 地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業助成金交付申請書 

 

 地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業助成金の交付を受けたいので、

地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業実施要領第４条第１項の規定に

基づき、別紙のとおり申請します。 

 

 

 

 

 

 

    【本申請に係る連絡先】 

申 請 事 業 者 名 松戸交通安全母の会 

所 属 部 署 松戸交通安全母の会事務局 

役職・担当者氏名 主事・内藤恵介 

所 在 地 〒271-8588 

松戸市根本 387-5 

松戸市役所 新館 9階 市民安全課内 

連 絡 先 電話番号 047-366-7341 

Ｆ Ａ Ｘ 047-366-7615 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ mcanzen@city.matsudo.chiba.jp 

 



様式第１　別紙１

交付申請者名 松戸交通安全母の会　会長　中村要子

③事業を選定した協議会の名称

④事業の実施対象地域

⑤事業の実施期間

⑥事業の目的

⑦事業の概要

⑧事業の実施効果

②助成実施要領第２条第２項の別紙
に掲げる助成対象事業の該当番号

松戸市

助成金交付申請事業の概要

5

交付決定日　～　令和７年３月３１日

【事業の背景】
当団体の交通安全に資する事業のひとつに昭和43年から開始した市内小学校における全新入学児童を対象
としたランドセルカバー(黄色く目立つもの)を配布する事業がある。
当該事業は当団体の活動費から毎年の調達予算を捻出してきたが、昨今の資材価格高騰の影響からランド
セルカバーの調達価格が大幅に上昇し、既存予算の枠組みでは事業継続が困難な状況となっている。
そこで、「松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会」を通じて「図柄入り松戸ナンバーの寄付
金」を活用させて頂くことで、ランドセルカバーの配布継続と、事故防止に有効とされる反射材機能の付
加という事業内容の充実を図ることで、松戸市内における歩行中の子ども（中学生以下）の交通事故死傷
者数を減少させ、以って地域の子どもたちの交通安全に資することを目的とする。
【定量的な数値目標】
(1)事業実施期間内において、市内小学校45校における全新入学児童（4,000人弱）へランドセルカバーを
配布する
(2)松戸市内における歩行中の子ども（中学生以下）の交通事故死傷者数（※）を減少させる
（※：令和5年1月～12月の上記条件における交通事故死傷者数…16人

〇実施効果：
市内全新入学児童への反射材付きの黄色いランドセルカバーを配布することにより、運転ドライバーや周
りの人から見つけやすくなり、松戸市内における歩行中の子ども（中学生以下）の交通事故死傷者数を減
少させる
〇実施効果検証方法：
【⑥に記載の定量的な数値目標の計測（評価）方法】
(1)令和7年3月中の贈呈書の発行をもって目標枚数の配布達成を計測
(2)市別交通事故発生状況データを用いて検証評価（前年1月～12月のデータを翌年6月頃に千葉県警本部よ
り提供）

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会

①助成対象事業の名称

交通安全啓発品等作成・配布事業

松戸市交通安

全母の会

自己財源

松戸ナンバー

デザイン財団

助成金

ランドセル

カバー発注

（事業開始）

発注数：

4000枚弱

市内小学校への

ランドセルカ

バー配布（事業

完了）

配布人数：

4000人弱

令和6年度の新

入学児童から反

射材入りランド

セルカバーの装

着開始



⑨交付決定前着手を行う理由

様式第１　別紙１

⑩事業の実施体制及び実施スケジュール

⑪事業の表示

・ランドセルカバー納品時に、公益財団法人日本デザインナンバー財団からの助成を受けて作成した旨を
送付文に記載し添付
・別途松戸市で作成するポスターにおいて、寄付金の活用先として表示・広報

なし（交付決定後着手）

【事業の実施責任者・担当者】
実施責任者：松戸交通安全母の会　会長　中村要子
実務担当者：松戸市役所　市民安全課　主事・新井花菜、内藤恵介

【実施スケジュール】
令和６年１０月・・・交付決定・ランドセルカバー発注
令和７年３月・・・・納品・学校配布（事業完了）・支払・実績報告



様式第１　別紙２

交付申請者名 松戸交通安全母の会　会長　中村要子
（単位：円）

交通安全啓発品等作成・ ①　　　　　　委　　託　　費 円
配布事業 　（算定式等）

ビニールランドセルカバー　反射材ライン入り
（※支給品チラシセット及び各学校（市内45校）への配送料含む）

枚 × 円 ＋ 円 （版代）） × （消費税） ＝ 円

なお、ボランティア団体の事業であるため、消費税等仕入控除を減額して申請しない。

369,000

合　　計 869,000円 500,000円

助成金交付申請額及び助成対象経費の内訳等

助成対象事業の名称
助　　　成　　　対　　　象　　　経　　　費

助成金交付申請額
積　　算　　内　　訳　※ 金　　額

（4000 190

869,000

30,000 1.1



様式第１　別紙３

交付申請者名 松戸交通安全母の会　会長　中村要子

円

円

円

円

円

円

円

円

　１．当財団からの助成金
　　　（助成金交付申請額を記入）

財　源　調　達　先

助成金交付申請事業に係る総事業費の財源内訳（予定）

調　　達　　金　　額

500,000

合　　　　　　 計

　２．国からの補助金
　　  （補助金の名称を記入）

　３．都道府県からの補助金
　　  （補助金の名称を記入）

　４．市町村からの補助金
　　  （補助金の名称を記入）

　５．その他の補助金・助成金
    　（補助金・助成金の名称を記入）

  ６．利用料金収受予定額

　７．自　己　財　源 369,000

869,000

0

0

0

0

0



 

 



日　付

　

議案１　協議会規約（案）について

　

議案２　副会長の選任について

　

議案３　令和６年度助成対象事業者・対象事業の提案及び選定について

　

ご意見

　議事資料をご確認の上、承認、非承認いずれかのボックスにチェックを入れて頂き、ご
意見、ご質問がありましたらご意見欄にご記入下さい。ご意見について、再度審議すべき
と会長が判断した場合、再度諮問します。

　承認 　非承認

　承認 　非承認

　承認 　非承認

令和６年度　松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会

議　　　　事

書面会議　回答書

委員名

　　令和６年７月　　　日
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